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財政課（☎�5529 ）

　

左
表
の
と
お
り
、
一
般
会
計

予
算
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て
5.2

％
増
の
４
４
０
億
６
５
８
４
万

7
千
円
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
歳
入
・
歳
出
の

内
訳
を
次
ペ
ー
ジ
で
、
ま
た
、

「
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
た
め
の
主
要
事
業

に
つ
い
て
4
〜
5
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
す
。

平成19年度会計別予算規模

区　分 予算額（対前年度比）

一般会計　　　　　　　　　（ア） 440億6,584万7千円 （＋ 5.2 ％）

特別会計　　　　　　　　　（イ） 324億4,501万4千円 （＋ 3.1 ％）

国民健康保険 129億7,534万9千円 （＋13.5％）
老人保健医療 108億2,493万4千円 （－4.2％）
介護保険 82億6,169万1千円 （－0.8％）
住宅新築資金等貸付事業 3,857万3千円 （－19.4％）
福祉資金貸付事業 57万6千円 （－39.0％）
まちなみ保全事業 7,273万5千円 （＋2.9％）
農業集落排水事業 7,018万5千円 （±0.0％）
土地取得 2億97万1千円 （＋0.8％）

企業会計　　　　　　　　　（ウ） 205億587万3千円 （－ 0.8 ％）

病院事業 76億4,946万4千円 （－6.0％）
水道事業 48億8,151万6千円 （＋8.6％）
下水道事業 79億3,378万3千円 （－0.8％）
認知症対応型共同生活介護事業 4,111万円     （＋1.6 ％）

合　　計　（ア）＋（イ）＋（ウ） 970億1,673万4千円 （＋ 3.2 ％）

※（　）内は、平成18年度当初予算額との増減比です。なお一般会計は、
　実質的な当初予算となる 6月補正後の予算額と比較しています。

堅
実
か
つ
積
極
的
な
予
算
を
編
成

〜
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
て
〜

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
昨
年
9
月
、
皆
さ
ん
に

お
示
し
し
た
、
わ
た
し
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
「
伊
勢
市
あ
し
た

の
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
、
実
質
的
に
最
初
の
予

算
で
す
。

　

一
部
で
明
る
い
兆
し
は
見
え

始
め
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
、
国
・
地
方
を
取
り
巻
く

財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
勢
市
を
取
り
巻
く
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
情
勢
を
十
分
に
認

識
し
、
国
・
県
の
予
算
編
成
状

況
、
国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど

を
念
頭
に
置
き
、市
民
の
要
望
、

事
業
の
必
要
度
・
緊
急
度
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
な
が
ら
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
念
頭
に
、
ま
ず
も
っ

て
「
堅
実
」
で
あ
る
こ
と
を
第

一
に
し
な
が
ら
も
、「
誇
り
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
な
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

　

い
わ
ば
、平
成
19
年
度
は「
伊

勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
推
進
元

年
」
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
6
つ
の
柱

に
沿
っ
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

平成19年度当初予算が、3月市議会定例会で審議され、決定しました。
今回は、市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、平成19年度当初
予算のあらましについてお知らせします。

一般会計…福祉・教育・消防など市民生
活に必要なサービスの提供や、道路・公
園の整備など、地方公共団体の目的を達
成するための事務事業にかかる会計

特別会計…介護保険など、特定の歳入
を特定の歳出に充て、一般会計の歳入・
歳出とは別に収支を明らかにする必要
がある事業にかかる会計

企業会計…地方公営企業法の適用を受
ける特別会計
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その他
24億2,248万円（5.5％）

民生費
126億3,869万円

（28.7％）

総務費
75億

4,312万6千円
（17.1％）

土木費
61億

8,745万2千円
（14.0％）

公債費
50億6,726万6千円

（11.5％）

教育費
40億2,985万円

（9.1％）

消防費
18億7,914万円

（4.3％）

衛生費
42億9,784万
3千円
（9.8％）

440億
6,584万
7千円

市税
164億円
 （37.2％）

自主財源
197億

 1,797万
6千円

（44.7％）

使用料など
21億

7,910万3千円
（4.9％）繰入金

11億3,887万3千円
（2.6％）

地方交付税
80億円

（18.2％）

市債
75億610万円
（17.0％）

国庫支出金
41億1,679万6千円

（9.4％）

県支出金
22億5,697万5千円

（5.1％）

その他
24億6,800万円
（5.6％）

依存財源
243億

4,787万
1千円

（55.3％）

歳出の内訳 歳入の内訳

平成19年度一般会計　歳入・歳出のあらまし

市民1人当たりで計算すると…？

市民1人当たりに使われるお金 市民1人当たりが負担するお金

 市民税 57,651円

 固定資産税 48,072円

 都市計画税 7,286円

 市たばこ税 5,344円

 軽自動車税 1,684円

　合　　計 120,037円

 民生費 92,519円
 高齢者福祉、児童福祉など

 総務費 55,218円
 市全般の管理事務など

 土木費 45,294円
 道路、河川、都市計画など

 公債費 37,094円
 市の借入金の返済

 衛生費 31,461円
 保健衛生やごみ、し尿の処理など

 教育費 29,499円
 小・中学校や幼稚園の整備、社会教育など 

 消防費 13,756円
 消防、救急、救助など

 その他 17,733円
 農林水産、商工業の振興など

合　　計 322,574円

※市税164億円の主な項目を、1月末日の人口136,607
人で割ったものです。

※目的別の各項目を、1月末日の人口136,607人で割ったものです。

平成19年度の当初予算が決定

440億
6,584万
7千円
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　一般会計の予算編成では、限られた財源の重点的・効率的
な配分に努めながら、少子・高齢化社会における保健福祉の
充実、環境対策や教育施設の充実、生活に関わりの深い道路・
排水路の新設改良事業など、市民の皆さんから要望の多い事
業について、できる限り予算に反映しました。
　そのような中、「伊勢市あしたのプラン」の推進に向け、予
算計上した主な事業は次のとおりです。

安全で安心な災害にも強いまち

◆小・中学校耐震補強事業
　耐震力が不足する小・中学校の耐震補強を順次実施します。

◆自主防災隊資機材購入事業
　地域防災組織の機能強化を図るため、新規に結成
　された自主防災隊へ防災資機材を配備します。

◆分署庁舎新設事業
　平成20年度の着工を目指し、消防署御薗
　分署（仮称）庁舎の実施設計を行います。

環境にやさしく、産業が活きるまち

◆ごみ減量・資源化推進事業
　陶磁器・ガラス類などを分別収集し、破

は

砕
さい

不燃残
ざん

渣
さ

の減量を進めます。

◆産業支援センター建設事業
　産業支援の拠点施設を朝熊町地内に建設し、産業の
近代化、技術振興の推進および活性化を図ります。

◆遊休農地活用事業
　地域全体で、農作物・景観形成作物などを栽培し、
農地の保全・活用を図ります。

宮川流域の中核都市としてのまち

◆宮川流域連携事業負担金
　宮川と共に生き、魅力ある地域を築くこ
とを目的として、地域の豊かな自然や歴
史・文化を保全・再生して地域の活性化
を図る宮川流域ルネッサンス事業を、流
域の関係6市町の中核都市として、より一
層、積極的に推進していきます。
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平成19年度の当初予算が決定

「伊勢市あしたのプラン」
〜平成19年度主要事業〜

ご遷宮にむけた伊勢らしいまち

◆伊勢市駅周辺整備事業
　道路・公園・街路整備のほか、駅周辺施設活用調査などを行い
ます。

◆伊勢湾海上アクセス推進事業
　中部国際空港と市内を結ぶ観光ルートの充実
を図り、地域の活性化を目指すため、旅客タ
ーミナル・駐車場などの基盤整備を進めます。

◆二見浦保存整備経費
　平成19年度に策定する保存管理計画に基づき、文化庁の指定を
受けた名勝「二見浦」の説明案内板の整備を行います。

健康で、心豊かな人の育つまち

◆総合型地域スポーツクラブ育成事業
　地域住民が主体となった、総合型地域ス
ポーツクラブの活動を支援します。

◆中学校給食施設建設事業
　市内すべての中学校で給食を実施し、学
校給食を通じた食育を推進するため、共
同調理場を建設します。

伊勢志摩地域の観光拠点としてのまち

◆伊勢志摩広域観光活性化事業
　伊勢志摩が一体となって、情報発信・誘客に
取り組む体制づくりをします。

◆民俗伝統行事推進事業負担金
　民俗行事の保存継承を図るとともに、ご遷宮・
お木曳を通して「伊勢」を全国発信します。

推進に向けて
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御  薗  町

御　薗　町

東
洋
紡
績
工
場
跡

下水道を利用できる
範囲が拡大します

　

森
と
清
流
と
海
に
守
ら
れ
、

環
境
先
進
都
市
を
目
指
す
伊
勢

市
で
は
、
伊
勢
湾
・
河
川
・
水

路
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
と
、
居
住
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
て
、
下
水
道
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
区
域
で
は
、
工
事
が
完

成
し
た
と
こ
ろ
か
ら
順
に
、
下

水
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
4
月
1
日
供
用
開
始
》

河
崎
１
丁
目
、
船
江
１
丁
目

《
5
月
1
日
供
用
開
始
》

吹
上
１
丁
目
、
河
崎
１
丁
目
、

宮
後
２
丁
目
、
小
木
町

《
6
月
1
日
供
用
開
始
》

船
江
１
丁
目
、
船
江
４
丁
目
、

宮
後
３
丁
目
、
小
木
町
、
御
薗

町
高
向
、
御
薗
町
長
屋

※
各
地
区
と
も
、
一
部
の
区
域

（
下
図
参
照
）に
限
り
ま
す
。

　

下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
各
家
庭
に
排
水
設
備
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
受
益
者
負
担
金
と
下
水

道
使
用
料
を
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
ペ
ー

ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【供用開始区域図】　　

下水道建設課下水道第一係（☎�5602）
下水道第二係（☎�5603）

下水道を利用できる
範囲が拡大します

　　 4月1日供用開始予定区域

　　 5月1日供用開始予定区域

　　 6月1日供用開始予定区域

　　 既に供用開始されている区域

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」
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排水設備工事
排
水
設
備
と
は

　

家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
、
公
共
下
水
道
へ
の

入
口
で
あ
る「
公
共
汚
水
ま
す
」

へ
排
出
す
る
配
管
の
こ
と
で
す
。

設
置
時
期

　

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

た
ら
、
遅
滞
な
く
す
み
や
か
に

排
水
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。（
下
水
道
法
第

10
条
・
第
11
条
の
3
）

　

特
に
、
昨
年
6
月
に
供
用
が

開
始
さ
れ
た
区
域
に
建
物
を
所

有
し
て
い
て
、
ま
だ
排
水
設
備

工
事
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早

急
に
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

費
用
負
担

　

個
人
の
施
設
・
財
産
で
す
の

で
、
自
費
で
設
置
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
水
洗
化
支
援
制
度
の
対
象
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

指
定
工
事
店

　

排
水
設
備
工
事
は
、
専
門
知

識
と
技
術
を
持
っ
た
「
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
が
専
属
す
る
「
伊
勢
市
下

水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

で
な
け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
事
を
す
る
場
合
は
、
指
定

工
事
店
の
中
か
ら
施
工
業
者
を

選
ん
で
、依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
の
方
法
・
期
間
・
費
用

な
ど
は
指
定
工
事
店
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
工
事
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
見
積
も
り
金
額
だ

　

排
水
設
備
を
設
置
す
る
皆
さ

ん
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な

る
よ
う
、
資
金
の
支
援
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る

場
合
、
排
水
設
備
等
計
画
確
認

申
請
書
の
提
出
と
同
時
に
申
し

込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行

う
家
屋
の
所
有
者
、
ま
た
は
所

有
者
の
同
意
を
得
た
賃
借
人
な
ど

融
資
あ
っ
せ
ん
額　

1
件
に
つ

き
１
０
０
万
円
以
内

償
還
期
間　

60
カ
月
以
内

融
資
利
率　

年
1
％
（
金
融
機

関
が
指
定
す
る
貸
付
保
証
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
）

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

助
成
制
度

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

次
の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
下
水
道
施
設

管
理
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
あ
る

②
障
が
い
者
世
帯
・
高
齢
者
世

帯
・
母
子
世
帯
の
う
ち
、
世
帯

全
体
の
前
年
の
収
入
が
生
活
保

護
基
準
の
1.5
倍
以
下
で
あ
るな

ど

排水設備工事
下水道施設管理課排水設備係（☎�5606）

け
で
な
く
、
施
工
内
容
を
よ
く

確
認
す
る
と
と
も
に
、
施
工
後

の
維
持
管
理
の
こ
と
も
よ
く
考

え
て
契
約
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

工事の計画確認申請から
完了検査まで

①工事を始める前に、あらかじ

め、市へ「排水設備等計画確

認申請書」を提出し、「計画確

認通知書」の交付を受けてから

着工してください。

②工事完了後に、「排水設備等工

事完了届」を提出してください。

③市が行う現地検査に合格した

ら、「排水設備等検査済証」の

交付を受け、その後、「公共下

水道使用開始届」を提出すれば

使用開始することができます。

　

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

た
区
域
内
で
は
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
か
ら
出
る
排
水
を
下
水

道
管
に
流
す
た
め
、「
排
水
設

備
」
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

水
洗
化
支
援
制
度 　

今
回
、
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
3

月
に
各
戸
配
布
し
た
指
定
工
事

店
の
一
覧
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
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排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
流
さ
れ
た
汚
水
の
量

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
表

①
参
照
）

　

下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
を

き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
た
り
、

下
水
道
管
を
補
修
す
る
た
め
の

費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

表①　下水道使用料単価表

種　別 区　分 汚水量 金額（月額）

一　　般

基本使用料 10㎥まで 1,000円

従量使用料
（1㎥につき）

11㎥～20㎥ 130円

21㎥～30㎥ 150円

31㎥～50㎥ 180円

51㎥～100㎥ 210円

101㎥～500㎥ 245円

501㎥～ 280円

公衆浴場

基本使用料 － 1,000円

従量使用料
（１㎥につき）

－ 20円

臨　　時

基本使用料 10㎥まで 1,000円

従量使用料
（1㎥につき）

11㎥～ 280円

※月額使用料は、基本使用料および従量使用料の合計額に
1.05を乗じて得た金額（円未満は切り捨て）です。

※公衆浴場には、温泉浴場やサウナなどの特殊浴場は含みません。

汚
水
量
の
認
定

　

汚
水
量
は
、
次
の
方
法
で
認

定
し
ま
す
。

◆
水
道
水
を
使
用
す
る
場
合

　

水
道
水
の
使
用
水
量
を
汚
水

量
と
し
ま
す
。

◆
井
戸
水
を
使
用
す
る
場
合

　

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

市
が
設
置
す
る
測
定
機
器
（
メ

ー
タ
ー
）
で
測
定
し
た
水
量
を

汚
水
量
と
し
ま
す
。

　

一
般
家
庭
で
は
、
世
帯
の
人

数
に
応
じ
て
汚
水
量
を
認
定
し

ま
す
。（
表
②
参
照
）

表②　汚水量の算定表（井戸水を使用する場合）

世帯の人数 認定水量

1人目 1月につき 10㎥

2人目以降 1人につき 6㎥加算

4人目以降 1人につき 4㎥加算

下
水
道
使
用
料
の
納
付
方
法

　

下
水
道
使
用
料
は
、
2
カ
月

分
を
ま
と
め
て
請
求
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
ま
た
は
納
入
通
知

書
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
小
俣
町
に
つ
い
て
は
、
汚
水

量
の
算
定
方
法
、
下
水
道
使
用

量
の
単
価
や
計
算
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
料
金
課
上
下
水

道
料
金
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◆
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
せ
て

使
用
す
る
場
合

　

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
水
量
の
合
計

を
汚
水
量
と
し
ま
す
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
は
、
下
水

道
接
続
時
に
料
金
課
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
、
使

用
水
量
と
汚
水
量
が
著
し
く
異

な
る
場
合
は
、
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
減
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〈下水道使用料の計算例〉　

2 カ月分の汚水量が 44㎥の場合（前月分22㎥＋当月分22㎥で計算されます）

◎前月分（22㎥）の使用料

　基本使用料 10㎥まで 1,000円
　従量使用料 11㎥～ 20㎥　130円×10㎥ ＝1,300円
 21㎥～ 22㎥　150円× 2㎥ ＝  300円

　小　計  2,600円 …①
◎当月分（22㎥）の使用料

　前月分と同様　小計2,600円…②

下水道使用料は、
　　（①＋②）×1.05
　　　　＝5,460円

料金課上下水道料金係（☎�5614）

下水道使用料下水道使用料
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受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　

国
・
県
・
市
・
市
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
公
共
下
水
道
の
計

画
的
な
建
設
を
進
め
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、
下
水
道
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を

受
け
る
人
が
、
建
設
費
の
一
部

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
通
知
か
ら

申
告
・
納
付
ま
で
の
手
続
き

5
月
中
旬
に
郵
送
す
る
も
の

◦
賦
課
対
象
土
地
通
知
書

　

土
地
所
有
者
に
通
知
し
ま
す
。

◦
受
益
者
申
告
書

　

賦
課
対
象
土
地
通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
の
み
、
6
月
末
日
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
徴
収
猶
予
お
よ
び
減
免
申
請
書

　

土
地
の
利
用
状
況
や
受
益
者

の
事
情
で
、
申
請
に
よ
り
市
長

が
認
め
た
場
合
、
徴
収
猶
予
や

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
6
月
末
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
中
旬
に
郵
送
す
る
も
の

◦
受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書

　

賦
課
決
定
し
た
金
額
を
通
知

し
ま
す
。

◦
徴
収
猶
予
お
よ
び
減
免
決
定

（
却
下
）通
知
書

　

徴
収
猶
予
お
よ
び
減
免
の
申

請
を
し
た
人
に
は
、
審
査
し
た

内
容
を
通
知
し
ま
す
。

◦
口
座
振
替
依
頼
書

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の

上
、
8
月
末
日
ま
で
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

9
月
中
旬
に
郵
送
す
る
も
の

◦
受
益
者
負
担
金
納
入
通
知
書

ま
た
は
口
座
振
替
予
定
表

　

市
役
所
ま
た
は
金
融
機
関
の

窓
口
で
直
接
納
付
す
る
人
に
は

納
入
通
知
書
を
、
口
座
振
替
す

る
人
に
は
予
定
表
を
、
そ
れ
ぞ

れ
送
付
し
ま
す
。

期
別

初年度 
（平成19年度）

2 ～ 3年目 
（平成20・21年度）

1期 2期 3期 1期 2期 3期 4期

納
付
期
間

9/1 
～30

12/1 
～26

3/1 
～31

6/1 
～30

9/1 
～30

12/1 
～26

3/1 
～31

受益者負担金の納付方法　～平成19年度賦課対象区域（いせ第２・御薗負担区）～

　右表のとおり、納付期間が 3年間（11回）となります。
　なお、一括納付をする場合は、報奨金制度があります。

　〔報奨金率〕 初年度・第１期 ……………9.0%   
 第２期 ……………7.4%
 第３期 ……………5.9%
 次年度・第１期 ……………4.6%
※それぞれの報奨金を差し引いて納付していただきます。
※早い時期に一括納付することで、報奨金が高くなります。

受益者負担金の計算方法
◦いせ第２負担区
　単位負担金額（1㎡につき 508円）×土地の面積（㎡）
　例）土地の面積が 165㎡（約50坪）の場合
　 　508円×165㎡＝83,800円（100円未満は切り捨て）
◦御薗負担区
 一般家庭 1世帯につき …………………………… 80,000円
 事業所 土地の面積が 300㎡以下の場合 …… 100,000円
  土地の面積が 300㎡を超える場合
  　　　…… …………… 1㎡につき 300円を加算

受益者負担金受益者負担金

　

下
水
道
整
備
に
は
、
多
額
の

資
金
と
長
い
年
月
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
市
の
財
政
に
は
限

り
が
あ
り
、
一
日
も
早
く
下
水
道

を
完
備
す
る
た
め
に
は
、
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

区
域
は
、
土
地
の
利
便
性
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
道
路
な
ど
と
違
い
、

利
益
を
受
け
る
人
や
地
域
が
特

定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
利
益
を
受
け
る
人

が
建
設
費
の
一
部
を
負
担
す
る

受
益
者
負
担
金
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
供
用
開
始
し
た
区
域

に
土
地
を
所
有
す
る
人
は
、
受

益
者
負
担
金
を
納
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
賦
課
対
象
区
域

◦
い
せ
第
2
負
担
区

　

吹
上
1
丁
目
、河
崎
1
丁
目
、

船
江
1
丁
目
、船
江
4
丁
目
、

宮
後
2
丁
目
、宮
後
3
丁
目
、

小
木
町

◦
御
薗
負
担
区

　

御
薗
町
高
向
、
御
薗
町
長
屋

　

※
各
地
区
と
も
一
部
の
区
域（
6
ペ
ー
ジ 

　
　

供
用
開
始
区
域
図
参
照
）に
限
り
ま
す
。

料金課下水道負担金係（☎�5601）
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市
で
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
な
が
ら
、
最
小
の
職

員
数
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
行
政
組
織
」
の

実
現
を
目
指
し
、
職
員
数
の
適

正
な
定
員
管
理
に
つ
い
て
の
目

標
を
定
め
た「
定
員
管
理
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
じ
よ
う
に
、
歳
入
の
低
迷

に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
中
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
、
自
立
し
た
持
続
可

能
な
自
治
体
運
営
を
目
指
す
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

行
財
政
の
効
率
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
職
員
数
の
適
正
な
定

員
管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
町
村
合
併
が
実
現
し
た
今
、

合
併
に
よ
る
効
果
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
に
定
め
た
目
標

に
向
か
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

定
員
管
理
計
画
を
策
定

職
員
課
（
☎
�
５
５
０
５
）

定
員
管
理
計
画
の
期
間

　

平
成
18
年
4
月
1
日
〜
平
成

23
年
4
月
1
日（
5
年
間
）

定
員
管
理
の
数
値
目
標

　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織

を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

18
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員
数

１
６
８
９
人
を
基
準
と
し
て
、

5
年
間
で
１
０
２
人
（
6.0
％
）

の
職
員
数
の
削
減
を
行
い
、
平

成
23
年
4
月
1
日
の
職
員
数
を

１
５
８
７
人
以
内
と
し
ま
す
。

（
表
①
参
照
）

定員管理のための取り組み

効果的・効率的な組織の構築

　行政需要の変化に柔軟に対応するとともに、組織や職員の能力を最大限
に引き出せる合理的な組織の構築に努めます。
　また、組織間の連携を高め、効率的で効果的な組織の運営に努めます。

事務事業の整理・縮小・廃止

　経費や労力に比べて効果が低い事業や、目的を達成した事業などを再編・
整理、廃止・統合するという事務事業のスクラップアンドビルドに努めると
ともに、期限の定められた事業は事業完了時に廃止するというサンセット方
式を徹底します。
　併せて、作業方法の見直しなど、効率的な業務の遂行に努めます。

民間委託・多様な主体との協働の推進

　サービスの維持向上を目指しながら、官民の役割を見直し、民間ででき
ることは民間に任せるために民間委託を進め、簡素で分かりやすい行政組
織を目指します。
　また、多様化する行政需要に対応するため、多様な主体との協働を進めます。

人材の育成

　職員の意欲や能力を最大限に引き出すとともに、組織の力を最大限に高め
るため、人事制度を確立し、職員一人一人の意識改革や資質の向上を図ります。
　併せて、地方分権時代にふさわしい人材を育成します。

長期的な視点

　退職者不補充のみの職員数の削減では、職員の年齢構成の分布に大きな
ひずみが生じてしまうことから、将来を見据えた長期的な視点を持って、
これからの伊勢市を担う人材を計画的に確保していきます。

採用と退職

　勧奨退職を推進することにより、年齢構成の平準化を図ります。さらに、新
規採用者を抑制することで、早期の職員数の削減と人件費の抑制を図ります。
※勧奨退職：60歳未満の職員を対象とした早期退職者の募集。

表①　部門別削減数

部 　 門
平成18年
4月1日の
職員数（人）

平成23年
4月1日の
職員数（人）

増減数
（人）

議会・総務 187 179 -8

税　 務 58 55 -3

労　 働 3 3 0

農　 水 29 28 -1

商　 工 25 23 -2

土　 木 113 110 -3

民　 生 237 218 -19

衛　 生 162 129 -33

教　 育 168 134 -34

消　 防 172 182 10

公営企業等※ 535 526 -9

合 計 1,689 1,587 -102

定
員
管
理
の
た
め
の
取
り
組
み

　

定
員
管
理
の
数
値
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
効
率
的
な
組
織

の
構
築
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

多
様
な
主
体
と
の
協
働
、
計
画

的
な
人
材
の
確
保
と
人
材
育
成

を
進
め
ま
す
。（
右
図
参
照
）

進
捗
状
況
な
ど
の
公
表

　

毎
年
の
進
行
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
社
会
状
況
の
変
化
な

ど
必
要
に
応
じ
て
目
標
値
を
修

正
し
、
定
員
管
理
計
画
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
な
ど
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※病院・上下水道など。
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①講座名

②氏名（ふりがな）

③住所

④年齢

⑤性別

⑥電話番号

⑦「勤労者」または
　「無職」のどちらかを記入

（返信用表）　　　　　　　　　 　（往信用裏）

郵便往復はがき

□□□ - □□□□

日本郵便
返信

住所

氏名　様

50

（往信用表）　　　　　　　　　 　（返信用裏）

伊勢市八日市場町
　　　　　　13番13号

サンライフ伊勢教室係

何も記入しないでください

日本郵便
往信

50

郵便往復はがき

□□□ - □□□□5 1 6 0 0 7 6 往
復
は
が
き
の
書
き
方

対
象　

18
歳
以
上
の
人
（
学
生

を
除
く
）

申
し
込
み　

4
月
９
日
㈪
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
（
下
図
参
照
）

し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
平
成
17
年
度
後
期
・
平
成
18

年
度
前
期
・
後
期
の
3
期
の
う

ち
、
2
期
以
上
受
講
し
て
い
な

い
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
4

月
10
日
㈫
・
午
前
10
時
〜
、
サ

ン
ラ
イ
フ
伊
勢
で
、
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※
カ
ラ
オ
ケ
・
ヨ
ガ
・
太
極
拳

に
は
複
数
の
教
室
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
の
教
室
し

か
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
同
じ
教
室
に
何
枚
申
し
込
み サ

ン
ラ
イ
フ
伊
勢（
☎
�
１
２
６
６
）

を
し
て
も
、
1
枚
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か

◦
受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す

◦
受
講
料
は
、
各
教
室
の
初
回

に
納
め
て
く
だ
さ
い

◦
定
員
に
満
た
な
い
教
室
は
、

5
月
ま
で
受
け
付
け
を
延
長
し

ま
す

◦
平
成
19
年
度
か
ら
新
し
く「
絵

手
紙
教
室
」
を
始
め
ま
す

教室名 回数 開催日時 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶 芸 11回 毎月第1･3月曜日 18：30～ 20：30 30人 3,300円
パ ッ チ ワ ー ク 11回 毎月第2･4水曜日 10：00～ 12：00 35人 3,300円
ペ ン 習 字 11回 毎月第1･3木曜日 10：00～ 12：00 35人 3,300円
絵 手 紙 11回 毎月第2･4木曜日 10：00～ 12：00 30人 3,300円

カ ラ オ ケ

1 20回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 15：30 45人 6,000円
2 20回 毎 週 水 曜 日 18：30～ 20：30 45人 6,000円
3 20回 毎 週 木 曜 日 18：30～ 20：30 45人 6,000円

華 道（二 葉 流） 11回 毎月第1･3金曜日 10：00～ 12：00 25人 3,300円
伊 勢 型 紙 11回 毎月第2･4金曜日 13：30～ 15：30 35人 3,300円
俳 画 11回 毎月第1･3金曜日 13：30～ 15：30 35人 3,300円
実 用 書 道 11回 毎月第1･3土曜日 10：00～ 12：00 35人 3,300円
籐 工 芸 11回 毎月第2･4月曜日 10：00～ 12：00 25人 3,300円
茶 道 11回 毎月第1･3月曜日 10：00～ 12：00 25人 3,300円

健
康
づ
く
り

卓 球 20回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 15：30 35人 6,500円
気 功 20回 毎 週 木 曜 日 13：30～ 15：00 40人 6,000円
３ B 体 操 20回 毎 週 金 曜 日 13：30～ 14：30 35人 6,000円

ヨ ガ
1 20回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 14：30 25人 6,000円
2 20回 毎 週 土 曜 日 13：30～ 14：30 25人 6,000円

太極拳（楊
よう

名
めい

時
じ

）
1 20回 毎 週 金 曜 日 10：00～ 11：00 50人 6,000円
2 20回 毎 週 土 曜 日 10：00～ 11：00 50人 6,000円

レ ク ダ ン ス 20回 毎 週 土 曜 日 13：30～ 14：30 50人 6,000円

平成19年度前期　サンライフ伊勢教室計画

※
受
講
料
の
ほ
か
、
別
途
材
料
費
お
よ
び
道
具
代
な
ど
が
必
要
と
な
る
教
室
が
あ
り
ま
す
。 

※
都
合
に
よ
り
教
室
の
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

平
成
19
年
度
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重
度
障
害
者

　

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

市
内
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

内
容　

助
成
券
1
枚
に
つ
き
６

０
０
円
を
上
限
額
と
し
て
実
費

額
を
助
成

利
用
回
数　

1
年
に
つ
き
36
回

ま
で
（
申
請
時
期
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

◦
身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
・

体
幹
・
視
覚
障
害
の
1
・
2
級
、

内
部
障
害
の
1
級
）

重
度
障
害
者

  

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
と

リ
フ
ト
付

  

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
を
交
付

障
が
い
福
祉
課（
☎
�
5
5
5
8
）

長
寿
課（
☎
�
5
5
5
9
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
1
1
1
3
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
7
8
6
2
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
�
0
2
3
5
）

◦
療
育
手
帳
Ａ

◦
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
方
法　

印
鑑
・
該
当
す
る

手
帳
・
平
成
18
年
度
分
の
助
成

券（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
持

参
し
、
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

※
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受

け
て
い
る
人
、
施
設
へ
入
所
し

て
い
る
人
は
、
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
所
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
課（
☎
�
５
５
７
９
）

　

4
月
1
日
、常
磐
2
丁
目
に
、

保
育
所
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
併
設
し
た
施
設
「
き
ら

ら
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

1
階
部
分
は
、保
育
所
で
す
。

　

こ
れ
は
、
老
朽
化
が
著
し
か

っ
た
一
之
木
・
中
島
・
宮
後
の
3

保
育
所
を
統
合
し
た
も
の
で
す
。

　

新
た
な
こ
の
保
育
所
は
、
定

員
が
60
人
で
、
保
育
所
に
入
所

し
て
い
な
い
子
ど
も
を
一
時
的

に
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
一

時
保
育
」
や
、
市
内
の
保
育
所

に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
を
、

日
曜
日
や
祝
日
に
も
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
休
日
保
育
」
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

2
階
部
分
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
を
家
庭

で
保
育
し
て
い
る
人
や
、
子
育

て
支
援
に
携
わ
る
人
を
対
象
に
、

交
流
の
場
の
提
供
、
子
育
て
相

談
・
指
導
、
育
児
講
座
の
開
催
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
支
援
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
３
世
代

が
交
流
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
第
一
歩
と
し
、
今
後

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

きらら館の概要
所在地　常磐2丁目4-40　
構　造　鉄骨造・2階建
床面積　1階 689.26㎡
 2階 430.24㎡
 計 1119.50㎡

1階部分：保育所　（☎�4555 ）

　乳児室・保育室・一時保育室・給食室・ランチルーム・相
談室・事務室など

一時保育利用時間　午前8時30分～午後4時30分
※全日・半日（午前4時間または午後4時間）のいずれかの利用となります。

2階部分：子育て支援センター　（☎�5592 ）

　交流スペース・相談室・調理実習室・情報コーナー・事務

室など

利用時間　午前9時～午後4時
休 館 日 　月曜日・祝日の翌日・年末年始
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長寿課（☎�5559 ）
二見総合支所福祉健康課（☎�1113 ）
小俣総合支所福祉健康課（☎�7862 ）
御薗総合支所福祉健康課（☎�0235 ）　

満
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

旧
伊
勢
市
内
在
住
者
の
み
に
交

付
し
て
い
た
「
寿
バ
ス
優
待

乗
車
券
」（
フ
リ
ー
パ
ス
方
式
）

に
替
わ
り
、
4
月
か
ら
、
対
象

者
を
全
市
域
に
拡
大
し
て
、
市

内
の
バ
ス
路
線
で
使
え
る
「
寿

バ
ス
乗
車
券
」（
回
数
券
）を
交

付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る

満
75
歳
以
上
の
人

利
用
で
き
る
バ
ス
路
線

◦
三
重
交
通
㈱
が
市
内
で
運
行

す
る
一
般
乗
合
バ
ス
路
線
全
線

（
伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
線

を
除
く
）

◦
市
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
路
線
全
線

交
付
内
容　

回
数
券
（
１
０
０

円
券
を
40
枚
）

有
効
期
限　

平
成
20
年
3
月
31

日
㈪
ま
で

申
請
先　

長
寿
課
・
各
総
合
支

所
福
祉
健
康
課
・
各
支
所

※
3
月
31
日
現
在
で
満
75
歳
以

上
の
「
寿
バ
ス
乗
車
券
」
交
付

対
象
者
に
は
、
3
月
下
旬
に
通

知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
4
月
1
日
以
降
に
満

75
歳
に
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
通
知
を
し
ま
せ
ん
の

で
、
満
75
歳
に
な
る
誕
生
月
の

1
日
以
降
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物

旧
バ
ス
券
を
持
っ
て
い
る
人

　

印
鑑
、
旧
バ
ス
券
（
有
効
期

限
が
平
成
19
年
3
月
31
日
ま
で

の
も
の
）

旧
バ
ス
券
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
健
康
保
険
証
な
ど
）

4月1日から

リ
フ
ト
付

　

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
っ
て
車

い
す
を
使
用
し
て
い
る
人
や
寝

た
き
り
の
高
齢
者
で
、
一
般
の

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
が
、
リ
フ
ト
ま
た
は

寝
台
付
き
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

内
容　

助
成
券
1
枚
に
つ
き
２

７
０
０
円
を
上
限
額
と
し
て
実

費
額
を
助
成

利
用
回
数　

1
年
に
つ
き
24
回

ま
で
（
申
請
時
期
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
寝
た

き
り
の
人

②
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手

帳
（
下
肢
・
体
幹
障
害
の
1
・

2
・
3
級
）
を
持
っ
て
い
る
人

の
う
ち
、
外
出
時
に
車
い
す
ま

た
は
移
動
寝
台
車
を
必
要
と
す

る
人

申
請
方
法

◆
①
に
該
当
す
る
人

：

印
鑑
・

平
成
18
年
度
分
の
助
成
券
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）を
持
参
し
、

長
寿
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ

◆
②
に
該
当
す
る
人

：

印
鑑
・

平
成
18
年
度
分
の
助
成
券
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）・
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
参
し
、
障
が
い

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ
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人
権
政
策
課

（
☎
�
５
５
４
６
）

「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
か
ら
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　

（
小
学
2
年
生
）

　

今
日
ど
う
と
く
の
時
間
に
、

し
ん
ぶ
ん
の
４
コ
マ
ま
ん
が
の

「
コ
ボ
ち
ゃ
ん
」
を
べ
ん
き
ょ

う
し
ま
し
た
。
コ
ボ
ち
ゃ
ん
の

た
か
ら
も
の
は
、
ね
じ
や
バ
ネ

だ
っ
た
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
た
か
ら
も
の
は
、「
コ
ボ
ち

ゃ
ん
」
で
し
た
。
か
が
み
に
う

つ
っ
た
コ
ボ
ち
ゃ
ん
が
、
た
か

ら
も
の
だ
と
分
か
っ
た
と
き
、

コ
ボ
ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

今
回
か
ら
2
回
に
わ
た
っ
て
、
学
校
で
の
人
権
学
習
の

取
り
組
み
か
ら
、
小
・
中
学
生
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
ぼ
く
た
ち
に
、
家

の
人
か
ら
手
紙
が
と
ど
き
ま
し

た
。
ぼ
く
の
手
紙
は
、
お
母
さ

ん
が
書
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
手
紙
に
は
、

「
が
ん
ば
り
や
の
ぼ
く
が
大
す

き
。」

「
ぼ
く
の
お
う
え
ん
だ
ん
だ
よ
。」

と
、
書
い
て
あ
っ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

さ
い
後
に
、
手
紙
の
へ
ん
じ

を
書
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
へ

　

ぼ
く
を
う
ん
で
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
も
く
ひ

ょ
う
を
つ
く
っ
て
、
た
っ
せ
い

し
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぼ

く
を
そ
だ
て
て
く
だ
さ
い
。
ぼ

く
も
や
き
ゅ
う
を
が
ん
ば
り
ま

す
。」

と
、
書
き
ま
し
た
。

　

「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
か
ら

も
の
」の
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
、

た
か
ら
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

け
ど
、
た
っ
た
ひ
と
つ
し
か
な

い
も
の
は
、「
い
の
ち
」
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
に
も
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら

っ
た
だ
い
じ
な
「
い
の
ち
」
が

あ
り
ま
す
。
い
の
ち
を
だ
い
じ

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ぼ
く
に
も
い
の
ち
が

あ
る
よ
う
に
、
友
だ
ち
に
も
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
も
ら
っ

た
だ
い
じ
な
い
の
ち
が
あ
り
ま

す
。
友
だ
ち
と
な
か
よ
く
し
て

友
だ
ち
を
大
せ
つ
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（No.15）

※
こ
の
作
文
は
、
平
成
18
年
度
人

権
作
文
集
「
人
権
の
芽
」
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
、
原
文
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
ま
す
。

桜
の
見
ど
こ
ろ
情
報

観
光
企
画
課（
☎
�
５
５
６
５
）

　

4
月
に
な
り
、
桜
が
咲
き
誇

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
桜
の
見
ど
こ
ろ
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
気
に
誘

わ
れ
、
お
出
か
け
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

宮
川
堤　

（
中
島
1
丁
目
）

　

江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
、
県
内
有
数
の
桜

の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
１
㎞
に
わ
た
り
約
１
０
０

０
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、「
日

本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」

に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
ま
つ
り

と
き　

4
月
1
日
㈰
〜
10
日

㈫
、
午
後
6
時
〜
10
時

内
容　

約
40
本
の
ぼ
ん
ぼ
り
が

と
も
り
、
桜
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す

桜
祭
り

と
き　

4
月
７
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
の
場
合

は
中
止
）

内
容　

市
民
の
自
由
参
加
に
よ

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

催
し
が
行
わ
れ
ま
す

五
十
鈴
川
堤  

（
宇
治
中
之
切
町
）

　

五
十
鈴
川
の
堤
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
並
木
が
あ
り
、
浦
田

橋
の
下
流
で
は
薄
紅
色
の
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
が
楽
し
め
ま
す
。

　

五
十
鈴
川
の
清
ら
か
な
流
れ

と
緑
美
し
い
山
々
を
背
景
に
、

絵
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
り
ま

す
。
ぼ
ん
ぼ
り
の
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
た
夜
桜
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

五
十
鈴
川
桜
ま
つ
り

と
き　

開
花
期
間
中
の
午
前
10

時
〜
（
雨
天
の
場
合
は
一
部
中

止
）

と
こ
ろ　

五
十
鈴
川
河
川
敷
お

よ
び
お
か
げ
横
丁
周
辺

内
容　

花
見
弁
当
や
団
子
の
屋

台
が
並
ぶ
ほ
か
、
お
か
げ
横
丁

内
の
太
鼓
櫓
で
は
、
桜
の
季
節

に
ふ
さ
わ
し
い
芸
能
が
披
露
さ

れ
ま
す
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資
源
循
環
課
（
☎
�
５
５
４
３
）

「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶
磁
器
類
」
の

分
別
回
収

　

4
月
か
ら
、「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶

磁
器
類
」を
資
源
化
す
る
た
め
、

分
別
回
収
を
行
い
ま
す
。

〜
お
木
曳
行
事
に
向
け
て
〜

4
月
28
日
㈯
は

　
　
　
　

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃 

　

5
月
か
ら
、
第
62
回
神
宮
式

年
遷
宮
に
向
け
た
お
木
曳
行
事

（
第
２
次
）が
始
ま
り
ま
す
。

　

第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
用
材

奉
曳
本
部
・
第
62
回
神
宮
式
年

遷
宮
用
材
奉
曳
団
連
合
会
・
伊

勢
市
ご
み
問
題
市
民
会
議
・
市

は
、
ま
ち
を
美
し
く
し
、
参
加

者
や
観
光
客
を
気
持
ち
良
く
お

迎
え
す
る
た
め
に
、
早
朝
清
掃

を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
平
成
19
年
度

版
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

4
月
28
日
㈯
（
荒
天
の

場
合
は
29
日
㈷
）、
午
前
7
時
〜

8
時（
集
合
は
午
前
6
時
55
分
）

清
掃
範
囲
と
集
合
場
所　

左
図

の
と
お
り（
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

の
場
所
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
）

※
軍
手
や
ご
み
バ
サ
ミ
な
ど
は
、

で
き
る
限
り
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

青色の
回収容器

オレンジ色の
回収容器

「ガラス類」
ガラス食器・化粧品のびん・

板ガラス・割れた資源びんなど

「陶磁器類」
茶わん・湯飲み・花びん・土鍋

　　　　　　　　　　　など

内
宮
神
苑　

（
宇
治
館
町
）

　

濃
い
ピ
ン
ク
色
が
鮮
や
か
な

早
咲
き
の
名
物
桜･

衣そ
と
お
り
ひ
め

通
姫
か

ら
咲
き
始
め
ま
す
。

　

宇
治
橋
の
付
近
は
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
彩
り
ま
す
。

音
無
山　

（
二
見
町
）

　

伊
勢
湾
を
一
望
で
き
る
展
望

台
や
つ
り
橋
、
遊
歩
道
な
ど
が

あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
散
策
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

桜
並
木
の
遊
歩
道
が
美
し
く
、

山
全
体
で
約
２
０
０
０
本
の
桜

が
咲
き
ま
す
。開
花
期
間
中
は
、

夜
桜
見
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

横
輪
桜　

（
横
輪
町
）

　

５
㎝
に
も
な
ろ
う
か
と
い
う

大
き
な
花
び
ら
と
、
白
地
に
ぼ

か
さ
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
色
合
い

が
見
事
な
桜
で
す
。
全
国
的
に

も
珍
し
い
種
類
で
す
。

倉
田
山
公
園  

（
神
田
久
志
本
町
）

　

伊
勢
の
隠
れ
た
桜
の
名
所
で

す
。
静
か
に
花
見
を
堪
能
し
た

い
人
に
は
お
薦
め
の
場
所
で
す
。

離
宮
院
公
園　

（
小
俣
町
本
町
）

　

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
・
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
な
ど
の
桜
を
は
じ
め
、
多

く
の
木
々
や
芝
生
広
場
な
ど
が

広
が
り
ま
す
。

　

ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
は
3
月
上
旬

に
開
花
し
、
非
常
に
濃
い
ピ
ン

ク
色
の
花
を
咲
か
せ
る
珍
し
い

桜
で
す
。

宮
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

（
御
薗
町
）

　

花
の
色
が
美
し
い
桜
が
咲
き

ま
す
。
清
流
宮
川
の
眺
め
や
公

園
内
で
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま

す
。

伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
朝
熊
町
）

　

伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

山
頂
付
近
で
は
、
4
月
に
入
る

と
、
所
々
に
ピ
ン
ク
色
の
美
し

い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

横輪桜
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診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日曜日・祝日

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

歯　科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）

料理講習会（時間：午前9時30分～午後1時）

とき ところ 定員

4月10日㈫ 小俣保健センター 35人

4月21日㈯ 福祉健康センター 30人

4月25日㈬
福祉健康センター 30人

二見公民館 30人

4月27日㈮ ハートプラザみその 30人

健
康
課 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

健
康
づ
く
り
通
信

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

〜
み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人
〜

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
下
表
の
時
間
以
外
や

診
療
科
目
以
外
の
診
療
を
受
け

た
い
人
・
重
症
の
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
☎
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
患
者
の
皆
さ
ん
へ

　

最
近
、
一
次
救
急
医
療
機
関

で
あ
る
か
か
り
つ
け
の
医
院
や

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
で
対

応
で
き
る
人
が
、
二
次
救
急
医

療
機
関
（
山
田
赤
十
字
病
院
や

伊
勢
総
合
病
院
）を
直
接
訪
れ
、

受
診
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
対
象
者

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

休日・夜間応急診療所

離
乳
食
教
室

と
き　

4
月
19
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

4
月
2
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表
の

と
お
り

で
あ
る
重
症
患
者
が
診
察
を
受

け
る
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
く

な
り
、
ま
た
、
当
直
医
師
の
負

担
も
大
き
く
な
る
な
ど
、
二
次

救
急
医
療
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。

　

風
邪
な
ど
の
比
較
的
軽
症
の

場
合
は
、
ま
ず
一
次
救
急
医
療

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

行
楽
弁
当

参
加
費　

4
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

4
月
2
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

　

毎
日
の
食
事
は
、
健
康
な
体

づ
く
り
の
も
と
で
あ
り
、
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。

　

し
か
し
、
食
べ
過
ぎ
や
脂
っ

こ
い
食
事
な
ど
が
原
因
で
、
糖

尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
生
活
習
慣
病
の
要
因

で
あ
る
肥
満
を
予
防
す
る
た
め

の
、
食
生
活
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
と
、
低
カ
ロ
リ
ー

で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
献
立

を
、
4
月
か
ら
毎
月
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

ise.m
ie.jp/

）で
紹
介
し
ま
す
。

　

紹
介
す
る
献
立
は
、
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
と
協
力
し
て

作
成
す
る
お
薦
め
の
も
の
で
す
。

　

ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
、
こ
の
献

立
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

「
低
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食
」

の
献
立
を
家
庭
の
食
卓
に
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〈問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ〉

内　　容 と　　き ところ 対象

子育て相談

4 月 3 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00

4 月 10 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

中央保健センター
13：30 ～ 15：00

4 月 17 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

4 月 24 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

小俣保健センター
13：30 ～ 15：30

成人健康相談

4 月 4 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
4 月 5 日㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

4 月 10 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

4 月 19 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 4 月 5 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

■そのほか〈問い合わせは、伊勢保健福祉事務所（☎�5148 ）へ〉

内　　容 と　　き ところ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（4月10日、17：30～ 19：00） 伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎）

こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（4月26日、13：00～ 15：00）

■各会場で行うもの

豊宮崎文庫のオヤネザクラ

4月の主な相談など

オ
ヤ
ネ
ザ
ク
ラ

　

郷
土
資
料
館
の
隣
に
、
国
の

史
跡
・
旧
豊と
よ
み
や
ざ
き

宮
崎
文
庫
が
あ
り

ま
す
。
豊
宮
崎
文
庫
は
、
慶
安

元（
１
６
４
８
）年
に
設
立
さ
れ
、

学
校
と
図
書
館
を
一
緒
に
し
た

よ
う
な
施
設
で
し
た
。

　

こ
の
施
設
を
造
っ
た
一
人
に
、

出
口
延の
ぶ
よ
し佳
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

こ
の
人
は
、
豊
宮
崎
文
庫
が
完

成
し
た
と
き
、
家
の
屋
根
に
咲

い
て
い
た
サ
ク
ラ
を
、
文
庫
に

植
え
替
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
は
こ
の
サ
ク
ラ
は
、
外

宮
の
屋
根
に
生
え
て
い
た
と
い

う
話
も
あ
り
、
い
つ
し
か
こ
の

サ
ク
ラ
は「
オ
ヤ
ネ
ザ
ク
ラ（
御

屋
根
桜
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ヤ
ネ
ザ
ク
ラ
は
、
昭
和
3

（
１
９
２
８
）年
、
サ
ク
ラ
の
研

究
者
で
あ
っ
た
三
好
学
博
士
に

よ
り
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
新
た
な

品
種
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
時
は
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
53（
１
９
７
８
）

年
、
孫ま
ご
ふ
く福
正
さ
ん
の
調
査
で
、

4
株
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
市
の
天
然
記
念
物
と

し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
3
株
が

残
っ
て
い
て
、
今
で
も
春
に
な

る
と
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

実
は
、
旧
豊
宮
崎
文
庫
は
隠

れ
た
桜
の
名
所
で
、
4
月
に
な

る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開
に

な
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、
花
と

葉
が
同
時
に
出
て
い
る
サ
ク
ラ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
オ
ヤ
ネ

ザ
ク
ラ
で
す
。
皆
さ
ん
も
一
度

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

伊勢の文化探訪

ええとこ
　知っとこ
文化振興課（☎�7884 ）



　 図書館へ行こう！
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日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

日 月 火 水 木 金 土

6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

30

■おはなし会
●赤ちゃんおはなし会 4月12日㈭、 午前11時～
●たんぽぽおはなし会 4月14日㈯、 午後3時～
●ピッポの会紙芝居 4月15日㈰、 午前10時30分～
●図書館おはなし会 4月28日㈯、午後3時～
※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会

と　き 4月21日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 ドキュメント「硫黄島ＩＷＯ－ＪＩＭＡ」

■ギャラリー展示
●小俣町十二景水彩画展

と　き 4月2日㈪～16日㈪、午前9時～午後7時（最終
日は午後3時まで）

※場所は2階です。

■新刊案内

＜一般書＞
● 伊勢神宮　森と平和の神殿
● 山田さとみさんのさささ、楽しい手づくり日記　

 こどもと暮らすナチュラルな日々
● 世界の国旗ビジュアル大事典
● 手作りですが精度はミクロン単位です（世界を制する

オンリーワン中小企業）
● 揺れ動くニホン語　問題なことばの生態
● らくらく人間学　逆さまに見れば何んでも面白くなる
● 人生のレールは一本ではない　悔いのない生き方をし

よう

＜児童書＞
● 飛行機・船　旅客機・ヘリコプター・飛行船・客船・

フェリー
● ぺったんぺったん白鳥がくる　動物の短歌
● 子っこヤギのむこうに
● 走る少女
● ハエくん まちにまったひがやってきました

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■上映会
と　き 4月8日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「ぐるんぱのようちえん」（29分）
　　　　「おばけのてんぷら」（24分）
　　　　※いずれも絵本をアニメ化した作品です。

■あかちゃんえほんのじかん
と　き 4月26日㈭、午前11時～
ところ 1階・児童書コーナー
内　容 赤ちゃん向けの絵本の紹介や手遊びなど

■子ども読書の日ブックトーク
と　き 4月22日㈰、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「なかまってすてきだな」をテーマに、本の紹

介やストーリーテリングをします
定　員 50人（先着順）
申し込み 4月7日㈯から、直接・電話・ファクスのいず

れかで同館へ

■平成19年度「絵本と子育て講座」
と　き 毎月第2木曜日（5月～平成20年3月）、午前

10時30分～
ところ 2階・視聴覚室
講　師 橋村孝子さん（絵本と童話の店みやがわ書店店長）
定　員 30人程度（先着順）
申し込み 4月12日㈭から、直接・電話・ファクスのい

ずれかで同館へ
※連続して受講することができる人が対象です。
※お子様と一緒に参加することができます。

■新刊案内
＜一般書＞
● 福招き手帖
● ＮＯでアンチエイジング　ノーベル賞博士が書いたや
さしい健康の本

● 瀬古利彦マラソンの真
しんずい

髄　
● 名探偵はなぜ時代から逃れられないのか  
＜児童書＞
● 14歳の君へ　どう考えどう生きるか
● 気象がわかる絵事典　天気の「なぜ？」にこたえる
● サフィーの天使
● シャンプーなんて、だいきらい
● 生麦生米生卵

（4月） （4月）

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日・休日…午前9時～午後5時

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

伊勢図書館　☎21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎29-3900　FAX29-3902

○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会

29

1 1 2 3 4 5
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対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

活
動
内
容

◦
市
政
へ
の
意
見
や
要
望
の
提
出

◦
市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答◦
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議（
年
4
回
程
度
）

へ
の
出
席

期
間　

第
1
回
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
の

開
催
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日
㈪

※
第
1
回
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
は
、
4

月
27
日
㈮
・
午
後
1
時
30
分
か
ら
開
催

し
ま
す
。

定
員　

16
人
以
内
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
地
域
性
・
年
齢
・
性
別
な
ど

を
考
慮
の
上
選
定
）

申
し
込
み　

4
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
用

紙（
様
式
は
自
由
）に
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

へ
の
応
募
の
動
機
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
・

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

広
報
広
聴
課（
☎
�
５
５
１
５
）

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
同
課
（
〒

516ー

8601
岩
渕
1
丁
目
７ー

29
、
FAX
�
９

６
９
９
、
ア
ド
レ
スise-koho@

city.

ise.m
ie.jp

）へ

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
任
期

満
了
時
に
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
）

学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

学
校
教
育
課（
☎
�
７
８
８
１
）

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

登
録
者
の
中
か
ら
、
学
校
の
希
望
に

応
じ
て
派
遣
し
ま
す
。

対
象　

教
員
志
望
の
学
生
、
教
員
免
許

を
持
っ
て
い
る
人
、
特
殊
な
技
術
・
能

力
・
経
験
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
、
次

の
活
動
内
容
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
人

活
動
時
間　

2
時
間
以
上
を
目
安
と
し
、

都
合
に
合
わ
せ
て
時
間
・
曜
日
・
期
間

な
ど
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

活
動
場
所　

市
立
の
幼
稚
園
・
小
・
中

学
校

活
動
内
容　

出
前
講
師
、
学
校
図
書
館

運
営
の
補
助
、
学
習
指
導
の
補
助
、
放

課
後
の
補
習
の
補
助
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
な
ど

申
し
込
み　

登
録
用
紙
（
同
課
、
各
幼

稚
園
・
小
・
中
学
校
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
時
間　

随
時

活
動
内
容　

学
校
・
地
域
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど

申
し
込
み　

活
動
を
希
望
す
る
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
へ
（
登
録
用
紙
が
あ
り
ま

す
）

伊
勢
市
活
性
化
活
動
事
業
補
助

金
活
動
団
体
の
募
集
と
報
告
会

市
民
参
画
交
流
課（
☎
�
５
５
４
９
）

　

活
動
団
体
が
、
元
気
で
活
気
溢
れ
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
市
民
自
治
の

担
い
手
と
し
て
活
動
を
継
続
的
に
続
け

る
た
め
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象　

市
内
で
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
む
団
体

※
一
部
、
対
象
外
と
な
る
団
体
が
あ
り

ま
す
。

補
助
金
額　

1
事
業
に
つ
き
補
助
対
象

経
費
の
8
／
10
以
内（
上
限
10
万
円
）

補
助
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日

申
請
方
法　

５
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
30
日
㈬
必
着
）

に
、
申
請
用
紙
な
ど
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
同
課（
〒

516ー

8601
岩
渕
1
丁
目
７ー

29
）へ

※
申
請
用
紙
な
ど
は
、
同
課
・
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
・
各
支
所
・
い
せ
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
南
館
（
パ
ル
テ
ィ
い

せ
）・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
・
ハ
ー
ト
プ

ラ
ザ
み
そ
の
・
伊
勢
図
書
館
・
小
俣
図

書
館
・
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
方
法　

６
月
10
日
㈰
の
審
査
会
で

選
考
し
ま
す
。
そ
の
際
、
申
請
団
体
に

は
、
申
請
し
た
事
業
の
説
明
・
ア
ピ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

説
明
会
お
よ
び
平
成
18
年
度
補
助
団
体

活
動
報
告
会

と
き　

4
月
22
日
㈰
、
午
後
1
時
〜

と
こ
ろ　

御
薗
公
民
館
・
2
階
講
堂

※
初
め
て
団
体
を
立
ち
上
げ
る
人
や
補

助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
登
録

用
紙
も
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p
://w
w
w
.c
ity.

ise.m
ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
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国家公務員採用試験

種別 試験名 申し込み期間

大
学
卒
業
等
程
度

国家公務員Ⅰ種 4月2日㈪～9日㈪

国税専門官
4月2日㈪～13日㈮

労働基準監督官

国家公務員Ⅱ種 4月13日㈮～24日㈫

法務教官 4月2日㈪～13日㈮

航空管制官 7月24日㈫～8月7日㈫

高
等
学
校
卒
業
程
度

国家公務員Ⅲ種 6月26日㈫～7月3日㈫

刑務官

7月24日㈫～8月7日㈫
入国警備官

皇宮護衛官

航空保安大学校学生

海上保安学校学生（特別）4月2日㈪～9日㈪

海上保安学校学生 7月24日㈫～8月7日㈫

海上保安大学校学生
8月30日㈭～9月11日㈫

気象大学校学生

裁
判
所
職
員
を
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
（
☎
津
0
5
9
・

2
2
6
・
4
8
0
5
）

豪
州
中
学
生
派
遣
交
流
事
業

参
加
者
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課（
☎
�
５
５
４
９
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
の
学
校
で
の

語
学
研
修
や
授
業
を
通
し
て
、
国
際
理

解
や
国
際
交
流
を
深
め
、
国
際
的
視
野

を
養
う
た
め
、
中
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
派
遣
し
ま
す
。

期
間　

8
月
19
日
㈰
〜
27
日
㈪

派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト

対
象
者　

市
内
在
住
の
中
学
3
年
生

定
員　

30
人

参
加
費　

21
万
円
程
度
（
総
費
用
の
3

分
の
2
）

※
渡
航
手
続
き
に
か
か
る
費
用
な
ど

は
、
別
途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

選
考
基
準　

英
語
試
験
、
作
文
、
面
接

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す

申
し
込
み　

4
月
19
日
㈭
〜
5
月
10
日

㈭
（
郵
送
の
場
合
は
、
5
月
9
日
㈬
必

着
）に
、
申
込
書
な
ど（
同
課
・
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
・
市
内
の
中
学
校
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
同
課
（
〒
516ー

8601
岩
渕
1
丁
目
７ー

29
）へ

※
申
込
書
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

　

平
成
19
年
度
の
利
用
者
を
追
加
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
、小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
期
間　

4
月
1
日
㈰
〜
平
成
20
年

3
月
31
日
㈪
（
年
度
ご
と
に
申
し
込
み

が
必
要
）

利
用
料
金　

1
カ
月
に
つ
き
８
２
４
０
円

提
出
書
類　

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
市
内

在
住
の
人
の
み
）、
勤
務
先
の
在
職
証

明
書（
市
外
在
住
の
人
の
み
）

申
し
込
み　

直
接
同
課
へ

裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

第
1
次
試
験
日　

5
月
27
日
㈰

受
験
資
格　

昭
和
52
年
4
月
2
日
〜
昭

和
61
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み　

4
月
2
日
㈪
〜
16
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）に
、
同
事
務
局
へ

※
受
験
案
内
は
、
各
裁
判
所
に
あ
り
ま

す
。

国
家
公
務
員
を
募
集

人
事
院
中
部
事
務
局

（
☎
名
古
屋
0
5
2・9
6
1・6
8
3
8
）

　

下
表
の
と

お
り
、
国
家

公
務
員
を
募

集
し
ま
す
。

※
申
し
込
み

用
紙
・
受
験

案
内
は
郵
便

で
も
請
求
で

き
ま
す
。
詳

し
く
は
同
事

務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

自
衛
官
を
募
集

伊
勢
地
域
事
務
所（
☎
�
３
８
８
０
）

　

次
の
と
お
り
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日　

5
月
19
日
㈯
（
飛
行
要
員
希

望
者
は
5
月
20
日
㈰
）

一
般
・
技
術

受
験
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

（
22
歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

に
限
る
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は

28
歳
未
満
ま
で
可
）

歯
科
・
薬
剤

受
験
資
格　

専
門
の
大
学
を
卒
業
し
て

い
る（
見
込
み
を
含
む
）20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
人
（
薬
剤
は
26
歳
未
満
、
薬
学

修
士
取
得
者
は
28
歳
未
満
に
限
る
）
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伊
勢
楽
市

観
光
事
業
課（
☎
�
５
５
６
６
）

㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
内
・
伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会

（
☎
�
3
7
0
5
）

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市
場
開
場
25
周
年
記
念

市
場
ま
つ
り
を
開
催

農
林
課（
☎
�
5
5
7
2
）

市
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
�
5
0
5
0
）

平
成
19
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
本
部
予
防
課（
☎
�
１
２
６
３
）

乙
種（
全
類
）・
丙
種
試
験

と
き　

6
月
24
日
㈰

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み　

3
月
29
日
㈭
〜
4
月
12
日

㈭
に
、
願
書
（
消
防
本
部
・
各
分
署
・

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
三
重
県
支
部
へ

予
備
講
習
会

と
き　

5
月
19
日
㈯
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

科
目　

乙
種
第
4
類

定
員　

１
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

受
講
料　

４
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み

教
材
費
が
別
途
必
要
）

申
し
込
み　

4
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮
に
、

申
込
書（
同
課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
㈳
三
重
県
危
険
物
安
全

協
会（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
８
３
７

８
、
〒
514-

8567
津
市
桜
橋
3
丁
目
４
４

６

－
34
三
重
県
津
庁
舎
5
階
）へ

※
会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
水
中
運
動
教
室

医
療
保
険
課（
☎
�
５
６
４
６
）

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
35
歳
以
上
の
人

内
容　

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
水
中

運
動
を
行
い
ま
す

定
員　

各
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

4
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
、

国
民
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
し
、

同
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
生
活
環
境

課
へ

※
申
込
書
と
誓
約

書
（
健
康
状
態
の

申
告
、
施
設
利
用

時
の
規
則
の
順
守
）

へ
の
記
入
が
必
要

で
す
。

※
体
に
不
安
が
あ

る
人
は
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
抽
選
結
果
は
後

日
通
知
し
ま
す
。

国保水中運動教室
ところ とき

ベスパスイミングスクール 
（川端町203－2）

5月10日～ 6月28日（毎週木曜日） 
＜計8回＞13：30～14：30

フィットネスクラブ「メッツ」 
（小木町575－1）

5月11日～ 6月29日（毎週金曜日） 
＜計8回＞12：30～13：30

※2 つのスクール・クラブのうち、いずれか 1 つを選んでください。

　

伊
勢
志
摩
地
域
の
特
色
あ
る
名
産
品

や
海
産
物
・
農
産
物
な
ど
の
地
場
産
品

が
一
堂
に
集
ま
る
伊
勢
楽
市
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

4
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

神
宮
参
道
（
伊
勢
市
駅
前
〜

外
宮
周
辺
）

と
き　

4
月
29
日
㈷
、
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市

場（
西
豊
浜
町
１
４
１
番
地
1
）

内
容　

新
鮮
な
青
果
物
や
水
産
物
な
ど

が
並
び
、
地
産
地
消
や
食
育
の
啓
発
、

「
せ
り
」
の
体
験
、
マ
グ
ロ
の
解
体
実

演
や
試
食
、
石
狩
な
べ
の
試
食
な
ど
楽

し
い
催
し
を
行
い
ま
す

※
会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

県
民
の
日

施
設
を
無
料
開
放

三
重
県
生
活
部
文
化
振
興
室

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
4
・
2
1
7
6
）

　

明
治
4
年
の
廃
藩
置
県
で
安
濃
津
県

（
後
に
三
重
県
と
改
称
）と
度
会
県
が
置

か
れ
、
明
治
9
年
4
月
18
日
に
、
そ
の

2
つ
の
県
が
合
併
し
て
、
現
在
の
三
重

県
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
51
年
に
県
政
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
、
4
月
18
日
を
「
県

民
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
県
内
の
59
施
設

を
無
料
開
放
（
一
部
の
施
設
は
無
料
で

は
な
く
割
引
な
ど
）し
ま
す
。

無
料
開
放
日　

4
月
14
日
㈯
（
み
え
こ

ど
も
の
城
は
15
日
㈰
）

市
内
の
無
料
開
放
施
設

郷
土
資
料
館
、
尾
崎
咢
堂
記
念
館
、
賓

日
館

※
賓
日
館
の
大
人
の
入
館
料
は
、
無
料

で
は
な
く
半
額
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.m

ie.jp/bunka/

hp/A
/index.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
県
政
だ
よ
り  

み
え
」な
ど
の

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

三
重
県
政
策
部
広
聴
広
報
室

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
4
・
2
7
8
8
）

　

県
の
広
報
紙「
県
政
だ
よ
り 

み
え
」、

県
議
会
の
広
報
紙
「
み
え
県
議
会
だ
よ

り
」
に
つ
い
て
は
、
5
月
号
か
ら
、
発

行
日（
毎
月
1
日
）の
前
日
ま
で
に
、
民

間
事
業
者
が
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
配
布
漏
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
同
室
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
開
閉
栓
業
務
を

民
間
事
業
者
へ
委
託

上
下
水
道
部
料
金
課（
☎
�
５
６
１
４
）

　

現
在
、
水
道
料
金
の
検
針
や
徴
収
業

務
の
一
部
を
、
次
の
民
間
事
業
者
に
委

託
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
、
開
閉

栓
業
務
も
委
託
し
ま
す
。

　

業
務
を
包
括
的
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

委
託
業
者　

株
式
会
社
タ
カ
ダ　

中
部

営
業
所
（
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
１
ー

３
ー
６
０
５
）

※
同
社
職
員
が
業
務
を
行
う
と
き
は
、

制
服
を
着
用
し
、
上
下
水
道
部
が
発
行

す
る
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
・

学
生
納
付
特
例
制
度

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所（
☎
�
3
6
0
0
）

医
療
保
険
課（
☎
�
5
5
5
4
）

　

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

月
額　

1
万
４
１
０
０
円
（
年
額

：

16

万
９
２
０
０
円
）

※
1
年
分
を
前
納
す
る
場
合
は
、
16
万

６
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。（
納
付
期

限
は
5
月
1
日
㈫
）

定
額
＋
付
加　

1
万
４
５
０
０
円
（
年

額

：

17
万
４
０
０
０
円
）

※
1
年
分
を
前
納
す
る
場
合
は
、
17
万

９
１
０
円
と
な
り
ま
す
。（
納
付
期
限

は
5
月
1
日
㈫
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
郵
便
局

ま
た
は
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
が
対
象
と
な
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
の
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
が

届
け
出
を
し
て
承
認
を
得
る
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
制

度
で
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
事
故

や
病
気
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
、障
害
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
は
、

年
金
手
帳
・
印
鑑
・
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）を
持
参
し
、
医

療
保
険
課
・
各
総
合
支

所
生
活
環
境
課
・
各
支

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
院
時
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

医
療
保
険
課（
☎
�
５
６
４
６
）

　

4
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る

場
合
、
市
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
申
請
を
行
い
、
認
定
証
の
交
付
を
受

け
、
医
療
機
関
で
認
定
証
を
提
示
す
る

と
、
1
つ
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
月
に
別
の
医
療
機
関
へ
入
院
し

た
り
、
高
額
な
外
来
診
療
が
あ
っ
た
場

合
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
、
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
が
必
要
で
す
。

3
月
31
日
ま
で

　

1
カ
月
の
入
院
中
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
う
ち
3
割
（
3
歳
未
満
の
人
は
2

割
）
を
負
担
し
、
別
表
の
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、
支
払
い
を
済
ま
せ
た
後

に
申
請
を
行
う
と
、
高
額
療
養
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら

　

認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口
で
提
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
月
々
の
入
院
時
に

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が
、
別
表
の
限

度
額
ま
で
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。（
食
事

代
・
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
対
象
外
）

※
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
、
認
定
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
認
定
証
の
交

付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、

今
ま
で
ど
お
り

の
取
り
扱
い
と

な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の

人
は
、
従
来
ど

お
り
、
保
険
証

と
高
齢
受
給
者

証
（
ま
た
は
老

人
保
健
医
療
受

給
者
証
）
を
提

示
し
て
医
療
機

関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

70歳未満の人の自己負担限度額（老人保健医療受給者を除く）

3回目までの限度額 4回目以降の限度額※

一般 80,100円 +( 医療費－267,000円 ) ×1% 44,400円

上位所得世帯 150,000円 +( 医療費－500,000円 ) ×1% 83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
※過去1年間に一つの世帯で高額療養費の支給が 4回以上あった場合、4回目以降の限度額です。
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固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と

課
税
台
帳
の
閲
覧

課
税
課
固
定
資
産
税
係（
土
地
に
つ
い
て

‥

☎
�

5
5
3
2
、
家
屋
に
つ
い
て

‥

☎
�
5
5
3
3
）

固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
19
年
度
の
土
地
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
（
償
却
資
産
を

除
く
）を
行
い
ま
す
。

と
き　

4
月
2
日
㈪
〜
5
月
1
日
㈫（
土

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

課
税
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
内
容

◦
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

◦
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評

価
額

縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の
納
税

者※
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者
は
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
、
ま
た
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
納
税
者
は
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
み
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

◦
本
人
…
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な

ど
）

◦
代
理
人
…
委
任
状
、
印
鑑
、
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

課
税
台
帳
の
閲
覧

　

年
間
を
通
し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
内
容

◦
納
税
義
務
者
…
自
己
の
納
税
対
象
と

な
る
固
定
資
産

◦
借
地
借
家
人
…
そ
の
借
地
・
借
家
し

て
い
る
部
分

◦
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
の
あ
る

所
有
者
や
破
産
管
財
人
な
ど
…
そ
の
権

利
が
あ
る
部
分

持
ち
物　

◦
本
人
…
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な

ど
）

◦
代
理
人
…
委
任
状
、
印
鑑
、
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◦
借
地
借
家
人
な
ど
…
印
鑑
、
権
利
関

係
を
証
明
す
る
も
の
（
契
約
書
や
裁
判

所
の
選
任
書
な
ど
）、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明
に
は
手
数

料
が
必
要
で
す
が
、
縦
覧
期
間
中
の
納

税
義
務
者
お
よ
び
所
有
者
（
委
任
を
受

け
た
人
を
含
む
）の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
照
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

路
線
価
の
公
開

　

平
成
19
年
度
宅
地
評
価
の
基
礎
と
な

る
、す
べ
て
の
路
線
価
を
公
開
し
ま
す
。

　

路
線
価
と
は
、
宅
地
を
評
価
す
る
た

め
に
道
路
な
ど
に
付
け
ら
れ
た
価
格

で
、
地
価
公
示
価
格
（
土
地
売
買
の
と

き
に
取
引
価
格
の
目
安
と
な
る
、
国
や

県
が
公
表
し
て
い
る
価
格
）
の
約
7
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き　

4
月
2
日
㈪
〜
（
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

課
税
課
固
定
資
産
税
係

対
象
と
な
る
も
の　

宅
地

５
月
１
日
㈫
は

固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
で
す

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税･

都
市

計
画
税
の
納
税
通
知
書
と
、
土
地
・
家

屋
の
一
筆
一
棟
ご
と
の
評
価
額
・
課
税

標
準
額
・
参
考
税
額
な
ど
を
記
載
し
た

内
訳
書
を
、4
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
、
各
総
合
支
所

税
務
課
の
廃
課
に
よ
り
、
固
定
資
産
帳

簿
の
縦
覧
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
路
線

価
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
課
税
課
固
定

資
産
税
係
の
み
で
の
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
。

児
童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す

～
3
歳
の
誕
生
月
ま
で
一
律
１
万
円
に
～

こ
ど
も
課（
☎
�
5
5
6
1
）

　

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
子
と
第
２
子
に
対
す
る
手
当
は
、

こ
れ
ま
で
１
カ
月
に
つ
き
５
０
０
０
円

で
し
た
が
、
１
カ
月
に
つ
き
１
万
円
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
3
歳
の
誕
生
日

の
翌
月
分
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

1
カ
月
に
つ
き
５
０
０
０
円
で
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
16

年
4
月
生
ま
れ
の
第

１
子
が
い
る
場
合
、

こ
の
子
ど
も
に
対
す

る
手
当
は
、
平
成
19

年
4
月
分
の
み
１
万

円
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
増
額
は
、

平
成
19
年
4
月
分
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
人
で
、

増
額
の
対
象
と
な
る

場
合
、
特
別
な
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

第
３
子
以
降
の
手
当

額
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

児童手当額（月額）
これまで 平成19年4月以降

第1・2子 5,000円
3歳の誕生月の分まで…10,000円 
3歳の誕生月の翌月分から…5,000円

第3子 10,000円 10,000円
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平
家
の
里
キ
ャ
ン
プ
村

予
約
の
受
け
付
け
を
開
始

観
光
企
画
課（
☎
�
5
5
6
5
）

平
家
の
里
キ
ャ
ン
プ
村（
矢
持
町
）

開
村
期
間　

7
月
1
日
㈰
〜
8
月
31
日
㈮

内
容　

ロ
ッ
ジ
（
６
人
用
）

：

1
棟
に
つ

き
５
１
５
０
円
／
日
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト

：

1
区
画
に
つ
き
１
０
３
０
円
／
日

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

4
月
１
日
㈰
〜
8
月
31
日
㈮
に
、
平
家

の
里
キ
ャ
ン
プ
村（
☎
�
０
９
１
０
）へ

※
予
約
は
先
着
順
で
す
。

平
成
19
年
度

国
民
健
康
保
険
料

医
療
保
険
課（
☎
�
5
5
5
1
）

　

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、

平
成
18
年
度
に
行
っ
た
暫
定
賦
課
（
仮

算
定
）を
廃
止
し
、確
定
賦
課（
本
算
定
）

の
み
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
料
の

納
期
は
、
平
成
18
年
度
は
4
月
〜
翌
年

1
月
の
各
月（
計
10
回
）で
し
た
が
、
平

成
19
年
度
は
6
月
〜
翌
年
3
月
の
各
月

（
計
10
回
）と
な
り
ま
す
。

　

納
付
通
知
書
は
、
6
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

平
成
19
年
度

介
護
保
険
料

介
護
保
険
課（
☎
�
5
5
6
4
）

普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
、
口
座
振
替
）

　

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
の
納
期
は
、

平
成
18
年
度
は
4
月
〜
翌
年
1
月
の
各

月（
計
10
回
）で
し
た
が
、
平
成
19
年
度

は
6
月
〜
翌
年
3
月
の
各
月（
計
10
回
）

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、普
通
徴
収
の
納
入
通
知
書
は
、

平
成
18
年
度
は
2
回（
4
月
・
7
月
）送

付
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
は
1
回

で
、
6
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

　

こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

月
は
、
10
月
の
年
金
か
ら
の
1
回
だ
け

で
し
た
が
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
か
ら
は
4
月
・
6
月
・
8
月
・

10
月
の
各
月
の
年
金
か
ら
開
始
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人

へ
は
、
事
前
に
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る

前
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収

と
し
て
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
特
別
徴
収
が
開
始
し

て
い
る
人
へ
は
、
6
月
下
旬
に
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課（
☎
�
5
5
4
9
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

18
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

川
端
町
会　

祭
り
用
具
購
入

東
大
淀
町
会　

放
送
設
備
整
備

川端町会

東大淀町会

国
有
地
の
売
却

東
海
財
務
局
津
財
務
事
務
所

（
☎
津
0
5
9・2
2
5・7
2
2
4
）

売
却
物
件

◦
所
在
地　

二
見
町
西
字
北
浜
２
０
３

２
番

◦
地
目　

山
林（
現
況

：

宅
地
）

◦
地
積　

５
９
３
５
・
24
㎡

◦
用
途
地
域　

都
市
計
画
区
域
内
（
用

途
地
域
の
指
定
な
し
）

◦
売
却
価
格　

２
２
４
０
万
円

申
し
込
み（
先
着
順
）　

5
月
7
日
㈪
ま

で（
平
日
・
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）に
、

同
事
務
所
へ

知事選挙・県議会議員選挙
選挙管理委員会（☎�5635 ）

4月8日㈰・午前7時から午後8時
統一地方選挙県下統一標語

「選びます  すてきな三重にしたいから」

三重県の選挙啓発キャラクター・いっぴょん
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伊勢市行政チャンネル番組表
アナログ10チャンネル・21チャンネル
広報広聴課（☎�5515 ）

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間：午前6時・9時、正午、午後3時・6時・9時～
 ■特集（4月）
◦平成19年度に取り組む主な事業
 ■お知らせ
3 ／ 26～4 ／ 1
◦住民異動手続き
4 ／ 2～ 8
◦このごみ、何ごみ？
4 ／ 9～15
◦活性化活動事業補助金の募集
4 ／ 16～22
◦豪州中学生派遣交流事業参加者募集
◦下水道使用料
4 ／ 23～29
◦下水道事業受益者負担金
◦みんなで学校へ集まろう
4 ／ 30～5 ／ 6
◦パパとママの教室
 ■市民活動ニュース「おいないパルティ」
 ※アナログ 21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、アナ
ログ 10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政
情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。

アイティービーコミュニティチャンネル番組表
アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル
株式会社アイティービー（☎フリーコール 0120・27・0089 ）
放送時間：午前6時～翌日午前2時

※上表の 2時間分の番組を繰り返し放送します。
※ iTV ニュースは、日曜日～金曜日の毎日午後7時に更新します。
土曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイジェストを放送します。

■勢田川水質調査結果

測定地点
勢田川

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

BOD
（mg／ℓ）

H19年
2月結果 5.4 25.0 6.7 5.8

H18年
2月結果 6.9 9.5 8.7 2.1

H17年度
平均

3.5 7.5 3.8 2.0

環境基準 5mg／ℓ以下（勢田大橋）

（2月9日 西日本技術コンサルタント 分析）

平成19年6月から、あなたの市・県民税が増えます
ただし、所得税が減額されるため、あなたの税負担
は変わりません

離宮の湯 
かわり湯のご案内（4月～9月）

季節湯 
（毎月10日・20日）

イベント湯 
（毎月26日・30日）

4月 薔
ば

薇
ら

の湯 森林

5月 菖
しょうぶ

蒲の湯 絹のお風呂

6月 緑茶の湯 アロマレモンバーム

7月 納涼の湯 ロイヤルゼリー湯

8月 どくだみの湯 ハイビスカス

9月 檸
れもん

檬の湯 大豆風呂

（☎�0548 ）

場　　所　小俣保健センター隣

営業時間　午後2時～10時（最終入場：午後9時）

休 業 日 　火曜日、１月１日・2日

入浴料金　中学生以上350円・小学生150円・

　　　　　小学生未満70円
※石けん・シャンプー・タオルなどの入浴用品は施設内で
販売していますが、できる限り持参してください。なお、
浴室内には備えていません。

※該当日が火曜の場合は、翌日となります。

※放送時間や内容は
　変更することがあります。
　ご了承ください。

4/2 ～ 8 4/9 ～ 15
分 番組 分 番組

奇
数
時
間

0 iTV ニュース 0 iTV ニュース
30 ひよこくらぶ 30 MCTV遊味ｉｎｇ
40 探歩々隊 40 すぽこん

偶
数
時
間

0「和」を楽しむ 0 フォトスケッチ
10 旅 de わん！ 10 のんびりいこう

30 鳥羽水族館 新・水の惑星紀行 30 Ladies Angler

4/16 ～ 22 4/23 ～ 29
分 番組 分 番組

奇
数
時
間

0 iTV ニュース 0 iTV ニュース
30 市井の人 30 ぐるぐるグルメ 2
40 このまちの昭和 40 むかし知恵袋

偶
数
時
間

0 おかげ横丁だより
0 イオン明和ケーブルナビ5 サンアリーナ通信

10 暮らしのぞき箱 10 ＰＥＴ☆ＰＥＴ

30 ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ
30 継承者たち
45 ＰＥＲＳＯＮＮＡ +12

環境課（☎�5542 ）
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種別 相談日など

婦 人

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 生活支援課

 （☎21－5556 ）

母 子

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時15分
ところ こども課

 （☎21－5561 ）

家庭児童

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時15分
ところ こども課

 （☎21－5561 ）

乳 幼 児
と　き 月曜日～金曜日 
 午前9時～午後4時
ところ 大世古保育所（☎25－3676 ）

家庭教育

と　き 月曜日～金曜日　
 午前8時30分～午後5時15分
ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

 （小俣総合支所・2階）
 （☎22－7887 ）

教 育
小・中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

と　き 月曜日～金曜日　
 午前8時30分～午後5時15分
ところ 教育研究所

 （小俣総合支所・3階）
 （☎22－7867 ）

カウンセラーによる

カウンセリング
（小・中学生の教育）

〈要予約〉

と　き 毎週水曜日・木曜日  
 午後１時～5時15分
ところ 教育研究所

 （小俣総合支所・3階）
 （☎22－7867 ）

青 少 年
（非行・いじめなど）

と　き 月曜日～金曜日
 午前8時30分～午後5時15分
ところ 青少年相談センター

 （小俣総合支所・2階）
 （☎22－7894 ）

就 職

と　き 毎週火曜日　　　　 
 午前10時～午後4時
ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している
 35歳以下の人、またはその保

護者、学校の進路担当教諭

定　員 1日につき 5人まで（先着順）
申し込み おしごと広場みえ（☎津059－
 222－3309）または、商工労政
 課（☎21－5568 ）へ電話

種別 相談日など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日
 午前9時～午後5時
ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （☎28－1267 ）

老 人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日
 午前8時30分～午後5時15分
ところ 地域包括支援センター

 （☎21－5583 ）

と　き 毎日24時間対応
ところ 各在宅介護支援センター

 神路園（☎22－6012 ）
 双寿園（☎23－9231 ）
 白百合園（☎27－1511 ）
 山咲苑（☎26－2600 ）
 正邦苑（☎38－1800 ）
 みなと（☎35－0811 ）
 楽寿苑（☎31－0050 ）
 二見ふれあいプラザ（☎43－4423）
 小俣（☎27－1155 ）
相談方法 電話・来所

心配ごと

と　き 第1水曜日（4月4日）　
 午後1時～3時
ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所
  （☎27－0509 ）

と　き 第２水曜日（4月11日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会伊勢支所 
 （福祉健康センター内）

 （☎27－2425 ）

と　き 第3水曜日（4月18日）　
 午後1時～3時
ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所
  （☎22－6617 ）

と　き 第4水曜日（4月25日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会二見支所

 （二見ふれあいプラザ内）

 （☎43－3994 ）

4月から、変更となっている相談がありますので、注意してください。
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4 月の無料相談
種別 相談日など

法 律
担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている場
合は、相談を受け
られません

と　き 毎週月曜日　
 午後1時30分～3時30分
 ※4月30日は休日のため、5月1日㈫に
 　行います。

ところ 広報広聴課（☎21－5515 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 １日につき 8人まで
 （定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後1時15分ま
でに広報広聴課へ来所

と　き 4月5日㈭　
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会伊勢支所

 （福祉健康センター内）

 （☎27－2425 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日の 1週間前（3月29日）

から前日（4月4日）までに、社
会福祉協議会伊勢支所へ来所ま

たは電話

と　き 4月19日㈭　
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会二見支所

 （二見ふれあいプラザ内）

 （☎43－3994 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 4人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日の 1週間前（4月12日）

から前日（4月18日）までに、
社会福祉協議会二見支所へ来所

または電話

交通事故

と　き 第3水曜日（4月18日）
 午後1時～午後3時
ところ 広報広聴課（☎21－5515 ）
定　員 4人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から
 広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時  

（受け付けは午後3時30分まで）
ところ 三重県栄町庁舎

 （交通事故相談窓口）

 （☎津059－228－7350 ）

種別 相談日など

行　 政

と　き 第1・3火曜日（4月3日・17日）
 午後1時～3時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 広報広聴課

 （☎21－5515 ）

と　き 第2火曜日（4月10日）　
 午後1時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

 （☎42－1111 ）

と　き 第4火曜日（4月24日）  
 午後1時～3時   
ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課
 （☎22－7858 ）

登 記

と　き 第2火曜日（4月10日）  
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 広報広聴課

 （☎21－5515 ）

人　 権

と　き 第2木曜日（4月12日）  
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 広報広聴課

 （☎21－5515 ）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
 午前9時30分～午後4時30分
ところ 津地方法務局伊勢支局

 （☎28-6158 ）

公 証
遺　　言
契約証明

と　き 第1木曜日（4月5日）   
 午後1時～4時
 （受け付けは午後2時まで）
ところ 広報広聴課

 （☎21－5515 ）

消費生活

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 三重県消費生活センター

 （三重県栄町庁舎・3階）
 （☎津059－228－2212 ）　 

商工労政課（☎21－5512 ）
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※外国人登録者を含む

総人口	 136,483人（−124人）	 男　性	64,830人 （−44人）

世帯数	52,596世帯（−12世帯）	 女　性	71,653人 （−80人）

人の動き（2月末現在）

まちの話題

　小俣地域子育て支援センターで、人形劇団「シシカバ

ブ」による人形劇「ルドルフのおかしなお手伝い」が行わ

れました。

　 こ の 日 は、

69組 153人 の

親子が参加し、

親子のふれあ

い遊びをした

り、歌を歌うな

どして、楽しい

ひとときを過

ごしました。

2／21　人形劇を通じて親子がふれあい

2／11　御
おかしら

頭が勇壮に舞を披露

　市立保育所ゆりかご園（小俣町）で、園児135人が節分
の豆まきを行いました。

　子どもたちは、「鬼は外！福は内！」と元気いっぱいに

声を出して、

升
ます

に入った豆

をまきました。

　子どもたち

にとって楽し

い一日となり

ました。

2／2　「鬼は外！福は内！」
園児が元気に節分の豆まき

　市と市民や事業者などが一緒に「みんなのまちの計画」

を策定する、伊勢市まちづくり市民会議の設立総会が、

伊勢商工会議所で開催されました。

　設立総会では、自治のあり方についての基調講演や、

役員選出などが行われました。

　参加者らは、講師によるまちづくりの話などを今後の

計画作りに役立てようと、熱心に話に聞き入っていました。

2／18　伊勢市まちづくり市民会議が設立

　二見公民館で、二見小学校5年Ｂ組の児童25人が、地
元に伝わる民話「蘇民将来伝説」の劇を上演しました。

　これは、総合的な学習の一環として、子どもたちが二

見町に伝わる伝説などを調べ、また、脚本・小道具・大

道具などの準備も自分たちで進めてきたものです。

　地域の人たちに素晴らしい伝説を伝えようと、一生懸

命に練習に励んだかいもあり、当日は、たくさんの観客が

集まり、子どもたちの熱演に温かい拍手が送られました。

2／9・11　二見小児童が民話の劇を熱演

　御薗町高向で、国の重要無形民

俗文化財に指定されている「御頭

神
しん

事
じ

」が行われました。

　この行事は、800年以上前にこ
の地区で疫病が流行したとき、御

頭を使って舞を踊り、疫病を鎮
しず

め

たことに由来して行われているも

のです。

　この日は、雌雄2頭の
御頭が高向大社や地区

の家々で舞を踊り、夜

には、たいまつの下で

御頭を掲げる「打
うちまつり

祭」

が勇壮に行われました。
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 支　所

神　社 36-4651

大　湊　 36-4534

浜　郷 22-4880

宮　本 22-2232

豊　浜 37-2038

北　浜 37-2026

城　田 22-3638

四　郷 22-2576

沼　木 39-1201

 福祉施設

福祉健康センター 27-2425

中央保健センター 27-2435

　身体障害者福祉センター

　　  　　　　　　　　FAX

27-2425
27-2412

小俣保健センター 22-7870

御薗保健センター 22-6602

ハートプラザみその 22-6602

子育て支援センターきらら館 22-5592

小俣子育て支援センター 22-7871

中央児童センター 27-2425

あさま児童センター 24-9156

黒瀬児童センター 24-0182

二見こども未来クラブ第1 43-5665

二見こども未来クラブ第2 43-5111

小俣児童館 24-8412

明野児童館 23-0187

御薗こどもプラザ 29-0886

重度身体障害者

デイサービスセンター くじら
20-8422

おおぞら児童園 20-4755

ひまわり授産所 27-2455

工房そみん 44-2050

小俣さくら園 23-4496

御薗しらぎく園 22-0554

みなとデイサービスセンター 35-0811

二見デイサービスセンター 44-0555

御薗デイサービスセンター 22-6617

万亀会館 24-5052

認知症対応型共同生活介護施設

おばたグループホーム
20-8530

介護予防拠点施設

なごみのやかた

22-0235

伊勢老人福祉センター 27-2425

二見老人福祉センター 44-0830

御薗老人福祉センター 22-6602

小俣本町保健福祉会館 23-0192

小俣元町保健福祉会館 23-1381

小俣明野保健福祉会館 37-1647

小俣宮前保健福祉会館 23-9364

小俣湯田保健福祉会館 23-7387

小俣北部保健福祉会館 37-2246

離宮の湯 22-0548

 コミュニティ施設

いせ市民活動センター 20-4385

黒瀬市民館 25-7535

朝熊市民館 25-1602

大久保市民館 28-9024

二見公民館 42-1117

小俣公民館
22-7886

小俣農村環境改善センター 25-5021

御薗公民館
22-7886

 文化・教育施設

生涯学習センター

「いせトピア」
21-0900

二見生涯学習センター 44-1832

観光文化会館 28-5105

伊勢図書館 21-0077

小俣図書館 29-3900

尾崎咢堂記念館 22-3198

郷土資料館 24-2201

伊勢古市参宮街道資料館 22-8410

伊勢河崎商人館 22-4810

山田奉行所記念館 36-8833

賓日館 43-2003

農林漁業体験実習館 39-0235

青少年相談センター 22-7894

家庭教育相談室 22-7887

小木教育集会所 36-3003

中須教育集会所 27-0497

朝熊教育集会所 23-2238

黒瀬教育集会所 28-5883

 スポーツ・レクリエーション施設

倉田山公園野球場 25-1303

市営庭球場 28-6386

やすらぎ公園プール
21-5568

平家の里キャンプ村
21-5565

二見体育館 42-1117

小俣児童体育館
27-5491

小俣総合体育館 27-5491

大仏山公園

スポーツセンター

27-5491

御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター 36-4511

宮川ラブリバー公園 

 勤労者施設

サンライフ伊勢 28-1266

中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）
28-1267

労働福祉会館 25-5686

市 の 施 設

(生涯学習・スポーツ課）

(生涯学習・スポーツ課）

(商工労政課）

(観光企画課）

(小俣総合体育館）

(小俣総合体育館）

(090)2612-1155
（管理事務所）

(御薗・福祉健康課）
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 環境・衛生施設

清掃事業所 37-1443

伊勢広域環境組合

　清掃工場 37-1218

　リサイクルプラザ 38-2800

　クリーンセンター 37-4805

　斎場（火葬場） 28-5120

伊勢廃棄物投棄場 22-1208

二見廃棄物投棄場
42-1112

小俣廃棄物投棄場
22-7861

御薗廃棄物投棄場
22-0235

二見美化センター 43-4329

御薗リサイクルセンター 36-7200

 墓地

伊勢やすらぎ公園管理事務所 24-8509

 消防

伊勢市消防本部（署） 25-1261

消防署西分署 28-2939

消防署小俣分署 37-4446

消防署北出張所 28-2094

消防署二見出張所 42-1119

 医療施設

伊勢総合病院 23-5111

休日・夜間応急診療所

　内科・小児科 25-8795

　歯科 27-0829

救急医療情報センター 28-1199

 そのほか

水道管理センター 23-3360

土地開発公社 21-5639

工芸指導所 38-1160

郷の恵　風輪 39-1741

民話の駅　蘇民 44-1000

サンファームおばた 26-0831

 保育所

明倫保育所 28-6775

浜郷保育所 22-1964

さくらぎ保育所 22-1908

あさま保育所 25-6160

大世古保育所 25-3676

きらら館 21-4555

二見浦保育園 43-2261

五峰保育園 43-4300

高城保育園 43-3074

あけぼの園 22-2665

しらとり園 22-2735

ゆりかご園 22-2016

御薗第一保育園 22-1574

御薗第二保育園 28-7300

 幼稚園

北　浜 37-4099

神　社 36-2631

城　田 24-7077

豊浜東 37-4090

豊浜西 37-4077

四　郷 24-6052

小　俣 22-4902

明　野 38-1234

 小学校

進　修 22-2427

修　道 24-9694

有　緝 28-2450

早　修 23-2993

中　島 23-5907

明　倫 24-3199

厚　生 25-8386

神　社 36-4666

大　湊 36-4564

佐　八 39-0790

宮　山 28-2540

浜　郷 22-3701

四　郷 22-3397

豊浜東 37-2156

豊浜西 37-2202

北　浜 37-2127

東大淀 37-2143

城　田 22-3641

上　野 39-1211

二　見　 42-1120

今一色 42-1121

小　俣 22-3555

明　野 24-5171

御　薗 22-3414

 中学校

倉田山 22-2198

厚　生 28-1913

宮　川 25-8315

港 36-4144

豊　浜 37-2137

北　浜 37-2142

沼　木 39-1212

城　田 25-5978

五十鈴 24-4888

二　見 42-1118

小　俣 22-3610

御　薗 36-5139

（生活環境課）

（生活環境課）

（生活環境課）


